






―まずは、これまでのご経歴について教えてください。

◆ 漁師の町で育ち、故郷に戻るまで

　私の実家は一本釣り漁師の家系で、祖父も父親も漁師でし

た。幼い頃から、「いずれは自分が漁師を継ぐのだろう」と思い

ながら育ちました。

　10代で3年ほど漁師として働いたあと、「一度は陸(おか)の

上の仕事がしたい」と漁協へ転職し、久礼漁協で鰹の競りを担

当するようになりました。当時の事務作業はすべて電卓と手書

きの伝票。計算を一度間違えると最初からやり直しです。朝

に終わった競りの処理を夕方までやっていることもありまし

た。そんな状況を見かねて、Uターンして帰ってきた地元の

鮮魚店の社長がノートパソコンと参考書を貸してくれました。

コンピューターを初めて使った時の感動は今でも忘れられ

ません。

　「ゆくゆくは漁師に戻る。その前に、この技術をしっかり身に

付けたい」と思うようになり、高知市内のソフトウェア系の専門

学校に進学し、卒業後はその専門学校で約10年教員として

勤務しました。



　代々続く一本釣り漁師の家系に生まれながら、ITの世界を
経て故郷・久礼へと戻った清岡さん。地域に育まれた恩義や、
厳しくも温かい先輩方への感謝。取材時の言葉の端々から滲む
深い郷土愛こそが、現在の活動の原点にある。在塾中に突きつ
けられた「同床異夢」の言葉を機に、補助金頼みを脱し自立
した地域商社へと舵を切った決断は、強固な主体性の現れだ。 
　「生鰹が絶対」という強固な伝統の漁師町で、周囲の大反対
を押し切って冷凍鰹事業に挑戦したことは、伝統の破壊では
なく「久礼の鰹文化を未来へ届ける」ための覚悟に満ちた革新
にほかならない。最新の急速冷凍技術の本質を見抜き、全国
の消費者へ最高の状態で届ける価値を選択した姿勢には確か
な市場視点がある。地域への熱量を胸に、柔らかく誠実な語り
口の奥に確かな芯を秘め、一歩一歩この船の舵を取る姿。
そこには、地域と共に生きる者としての、しなやかで揺るぎ
ない覚悟がある。




